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 『定期健康診断の記録』 をお渡しします 

 ６月末に春の健康診断が全て終了いたしました。検査機関より随時結果が届いています
ので、全ての結果が出次第、『定期健康診断の記録』を配布させていただきます。保護者
の皆様には、いろいろな面からご協力いただき、ありがとうございました。『定期健康診
断の記録』には、健康診断の結果を載せてありますので、ご家庭にある健康手帳等を利用
しながら、お子様と一緒に見ていただき、体の成長や健康についてお話をする機会にして
いただきたいと思います。 
 また、学校で行う健康診断は、一人一人にたっぷり時間をかけることが難しく、病院の
ように検査のための環境も最適というわけではありません。学校での健診結果と受診され
ての結果が一致しない場合もありますが、ご理解いただきご不明な点はお問い合わせくだ
さい。 

                                                                     

        バランスよく成長していましたか？ 

 成長には、個人差があります。大事なことはバランスよく成長していくことです。健康
手帳にある成長曲線にも記入して、±２より、外れる場合は受診をお勧めします。 
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脊柱側わん症とは？ 

練馬区では、内科検診の際、高学年の児童を対象に、脊柱側わん検診を行っています。
側わん症は背骨が左右に曲がる病気です。基礎疾患が原因でなるケースもありますが、
最も頻度が多いのは、原因不明の特発性側わん症です（10 歳以降に発症するものは思
春期側わん症といって、女子に多く症状が出ます）。 

高学年のこの時期に、脊柱側わん症を早期に発見することで、進行防止や矯正を行う
ことができます。そのため、学校健診で定期的にチェックが必要になってきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どうして服を脱いで検診を受けないといけないの？ 

 昨年度もお伝えさせていただきましたが、今年度も、脊柱側わん検診の際、学校医の
先生より、脊柱側わん症検診についてのお話をお聞きました。 

検診では、男女別で検診順にすることや脱衣の際の配慮等行っていますが、同性のク
ラスメイトや医師、先生の視線に晒される不安があり、思春期の児童（特に女子）にと
って気がすすまないと思います。 

できれば体育着のままで検診を済ませたいと思うのは当然です。それでも、「側わん
検診の際は服を脱いでほしい理由がある。」と学校医の先生がおっしゃっていました。 

それは「側わん症」という病気を見付けるためです。この病気を見付けるには、医師
が背中をよく観察する必要があり、服を着ていると見付けることが非常に難しいとのこ
とです。「思春期のこの時期に服を脱ぎたくないという気持ちも分かるけれど、できれ
ば脱衣の状態で、できるだけ健康診断でしっかりと診てあげたい。早期に病気を発見す
ることで、成長してから辛いを思いをしてほしくない。」と語っていました。学校医の
先生に聞き、脱衣での検診の大切さや、定期健康診断の大切さを改めて感じました。 

「検診だから仕方なく脱がなければいけない。」「医師の指示だから。」というだけ
で検診を受けると、辛い思いをしてしまい、嫌な思い出になってしまうかもしれません。
しかし、先生のお話を聞き、側わん症検診の必要性や大切さが少しでも子供たちに伝わ
れば良いなと感じました。 

ご家庭でも、「5・6 年生にこういう検診をやるけれど、とても大切な検診なんだよ。」
と、お子様にお話ししていただければと思います。 
 裏面へ  

定期チェックが大切な「側わん症」を知っていますか？ 

ときに 

とき、 

両腕を垂らして手を合わせておじぎしたとき、 
左右の背面の高さに差があるかどうかで分かります。 

まっすぐ立ったときに 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

ふざけると危ないよ。 


